
資料２－２ 

特定外来生物等の第二次選定にあたっての基本的な考え方（案） 

平成１７年４月５日 

 

１ 第一次選定を踏まえた検討対象の考え方 

○第一次選定においては、生態系等への被害について科学的知見があり特定外来生物

指定に向けての条件が整っている３７種類を選定した。 

○第二次選定においては、第一次選定の際、「生態系等への影響について文献等で指

摘があり、さらに知見・情報の充実に努める必要のある外来生物（要注意外来生物）」

を主な検討対象とし、新たに知見が得られた種及びＩＵＣＮ「世界の侵略的外来種

ワースト１００」リストに掲げられた生物等についても、予防的観点から検討対象

として取り上げる。 

○特定外来生物被害防止基本方針第２．１．ウにおいて、他法令上の措置により外来

生物法と同等程度の規制がなされていると認められるものは、選定の対象としない

こととされている。こうした他法令との関係を前提として、科学的知見の不足等に

より、他法令の規制対象かどうか明確でない生物について、本法の規制対象とする

可能性がないか検討する。 

セイヨウオオマルハナバチについては、年内程度を目途に指定についての検討作業

を進める。 

 

 

２ 選定の検討対象と検討方法 

○第一次選定作業においては、生態系等への被害についての科学的根拠が既存文献に

ないものについては、検討対象から除外していたが、第二次選定作業においては、

専門家会合の討議により生態系等への被害が確実と推定されるものについては、そ

の生物学的根拠を記述しつつ、特定外来生物選定の根拠として採用する。 

○各分類群グループ専門家会合においては、本基本的考え方を踏まえ、分類群ごとに

作成した「外来生物の特徴と選定に際しての留意点」を改訂し、検討を行う。 

 

 

３ 第二次選定のスケジュール 

○４月から分類群ごとの専門家グループ会合を開催し、７月末に専門家全体会合を開

催して第二次選定作業を終了する予定。なお、分類群ごとの進捗をみつつ、６月上

旬に全体会合を開催して中間的とりまとめを行う。 



生態系等への影響について文献等で指摘があり、さらに知見 

及び情報の充実に努める必要のある外来生物のリスト 

（要注意外来生物リスト） 
 
 

１．第２回全体会合資料からの変更について 
 
○第２回全体専門家会合以降に未判定外来生物に係る流通状況を継続して調べたと

ころ、魚類ペルキクティス科の次の２種については、輸入の実態があることが分か

り、未判定外来生物の対象から除くこととした。 
・マーレーコッド（Maccullochella peelii） 

・ゴールデンパーチ（Macquaria ambigua） 

上記２種については、生態系等への影響について文献等で指摘があることから、要

注意外来生物リストに含めることとした。このため、第２回全体専門家会合の時点

では魚類 27種だったが、今回 29種となる。  
○なお、今回の整理に際し、第２回全体専門家会合の資料を再度精査したところ、無

脊椎動物 20 種類のうち、ウチダザリガニ（亜種タンカイザリガニを含む）を２種
でカウントしていたことが判明し、合計 19種類に訂正することとした。  

○以上のことから、要注意外来生物の種類数は、現時点で、哺乳類 15 種、鳥類 2 種

類、爬虫類 12 種類、両生類 9種、魚類 29 種、昆虫類 3種類、無脊椎動物 19 種類、

植物 60 種類で計 149 種類となる。 

 

 

２．リストの公表について 
 
○要注意外来生物は第二次選定の検討対象となっており、その検討結果を踏まえて整

理した上で公表する予定。 
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第１次特定外来生物選定種及び要注意外来生物分類群別一覧表

哺乳類・鳥類 爬虫類・両生類 魚類 昆虫類 無脊椎動物 植物 合計

第１次指定

タイワンザル、カニクイザル、アカ
ゲザル、アライグマ、カニクイアラ
イグマ、ジャワマングース、クリハ
ラリス（タイワンリス含む）、トウブ
ハイイロリス、ヌートリア、フクロギ
ツネ、キョン
ガビチョウ、カオグロガビチョウ、カ
オジロガビチョウ、ソウシチョウ

カミツキガメ、グリーンア
ノール、ブラウンアノー
ル、ミナミオオガシラ、タ
イワンスジオ、タイワン
ハブ
オオヒキガエル

オオクチバス、コクチバス、ブルーギ
ル
チャネルキャットフィッシュ

ヒアリ、アカカミアリ、ア
ルゼンチンアリ

ゴケグモ属のうち４種（セアカ
ゴケグモ、ハイイロゴケグモ、
ジュウサンボシゴケグモ、クロ
ゴケグモ）、イトグモ属のうち３
種、ジョウゴグモ科のうち２属
全種、キョクトウサソリ科全種

ナガエツルノゲイトウ、ブラジルチドメグサ、ミズ
ヒマワリ

哺乳類１１種
鳥類４種

爬虫類６種
両生類１種

４種 ３種 ５種類 ３種 ３７種
類

継続検討中
セイヨウオオマルハナバチ １種類

要注意外
来生物リ
スト（暫定
版）

ナミハリネズミ、リスザル、キタリ
ス、チョウセンシマリス、タイリクモ
モンガ、フェレット、アメリカミンク、
シカ属８種、インドクジャク、外国産
メジロ

ワニガメ、ミシシッピアカ
ミミガメ、キバラガメ、
クーターガメ属全種、チ
ズガメ属３種、ハナガ
メ、チュウゴクスッポン、
アメリカスッポン属全
種、グリーンイグアナ、
ヒョウモントカゲモドキ、
アフリカツメガエル、コ
キーコヤスガエル、ヒキ
ガエル属５種、ウシガエ
ル、シロアゴガエル

ソウギョ、アオウオ、オオタナゴ、タイ
リクバラタナゴ、ブラウントラウト、カ
ワマス、ニジマス、カダヤシ、グッ
ピー、ケツギョ、コウライケツギョ、ナ
イルパーチ、ストライプトバス、ホワ
イトバス、タイリクスズキ、ヨーロピア
ンパーチ、パイクパーチ、マーレー
コッド、ゴールデンパーチ、ナイル
ティラピア、カワスズメ、カルムチー、
タイワンドジョウ、コウタイ、ノーザン
パイク、マスキーパイク、ヨーロッパ
ナマズ、ウォーキングキャットフィッ
シュ、マダラロリカリア

クワガタムシ科、ホソオ
チョウ、アカボシゴマダ
ラ

イガイダマシ、カワホトトギス
ガイ、タイワンシジミ種群、シ
ナハマグリ、カニヤドリカンザ
シ、カサネカンザシ、ヨーロッ
パミドリガニ、チチュウカイミド
リガニ、チュウゴクモクズガ
ニ、ウチダザリガニ、アメリカ
ザリガニ、ムラサキイガイ、ミ
ドリイガイ、カワヒバリガイ、コ
ウロエンカワヒバリガイ、タテ
ジマフジツボ、カラムシロ、ヤ
マヒタチオビ、ニューギニアヤ
リガタリクウズムシ

アメリカアカウキクサ、オオサンショウモ、ハゴ
ロモモ、アメリカミズユキノシタ、オオフサモ、オ
トメアゼナ、ハナガガブタ、ナガバオモダカ、オ
オカナダモ、コカナダモ、ホテイアオイ、キショ
ウブ、ボタンウキクサ、ムラサキカタバミ、ハル
ジオン、オオハンゴンソウ、セイタカアワダチソ
ウ、ヒメジョオン、ノハカタカラクサ、イタチハ
ギ、ギンネム、ハリエンジュ、トウネズミモチ、ハ
イイロヨモギ、シナダレスズメガヤ、オニウシノ
ケグサ、カモガヤ、シバムギ、キシュウスズメノ
ヒエ、オオアワガエリ、オランダガラシ、キクイ
モ、外来種タンポポ種群、ハリビユ、イチビ、エ
ゾノギシギシ、アレチウリ、ハルザキヤマガラ
シ、ドクニンジン、メマツヨイグサ、コマツヨイグ
サ、ワルナスビ、ヤセウツボ、ヘラオオバコ、ア
メリカネナシカズラ、セイヨウヒルガオ、オオフタ
バムグラ、オオカワヂシャ、アメリカオニアザ
ミ、カミツレモドキ、ブタクサ、ブタナ、オオオナ
モミ、オオブタクサ、アメリカセンダングサ､コセ
ンダングサ、オオアレチノギク、ヒメムカシヨモ
ギ、メリケンカルカヤ、メリケンガヤツリ

１４９種
類

17 21 29 3 19 60 149



「世界の侵略的外来種ワースト１００（ＩＵＣＮ）」掲載種における第２次指定の検討対象種

哺乳類・鳥類 爬虫類・両生類 魚類 昆虫類 無脊椎動物 植物 合計

第１次指定

カニクイザル、ジャワマン
グース、トウブハイイロリ
ス、ヌートリア、フクロギツ
ネ

ミナミオオガシラ、オオ
ヒキガエル

オオクチバス ヒアリ、アルゼンチンア
リ

哺乳類５種
鳥類０種

爬虫類１種
両生類１種

１種 ２種 ０種 ０種 １０種類

要注意外来生
物リスト（暫定
版）

アカシカ アカミミガメ、ウシガエ
ル、コキコヤスガエル

ウォーキングキャットフィッ
シュ （ヒレナマズの１種）、カ
ダヤシ、カワスズメ、ナイル
パーチ、ニジマス、ブラウント
ラウト

ニューギニアヤリガタリクウ
ズムシ、ミドリガニ、カワホトト
ギスガイ、ムラサキイガイ、ヤ
マヒタチオビガイ、チュウゴク
モクズガニ

ギンネム、ホテイアオイ １８種類

植物防疫法対
象種

キナラ・カプレッシ （オ
オアブラムシの１種）、
タバココナジラミ、ヒメア
カカツオブシムシ、ツヤ
ハダゴマダラカミキリ

スクミリンゴガイ、アフリカマ
イマイ

６種類

在来生物または
明治維新以前
に導入された生
物

ハツカネズミ、アカギツネ、
アナウサギ、イエネコ、オコ
ジョ、クマネズミ、ヤギ、ヨー
ロッパイノシシ、ホシムクド
リ

コイ イエシロアリ、アシナガ
キアリ、キオビクロスズ
メバチ、ツヤオオズア
リ、マイマイガ、ヒトスジ
シマカ

キヒトデ イタドリ、エゾミソハギ、クズ、ダンチク、チガヤ
（アランアラン）、ハギクソウ、ホザキサルノオ、
ワカメ、イチイヅタ

２６種類

上記以外

インドハッカ、シリアカヒヨド
リ

アノフェレス・クァドリマ
クラタス（ハマダラカの１
種）、コカミアリ

ヌマコダキガイ、ムネミオプシ
ス・レイディ （ツノクラゲの１
種）、セルコパジス・ペンゴイ
（オオメミジンコ科の１種）

アカキナノキ、アメリカクサノボタン、アルディ
シア・エリプティカ （ヤブコウジ属の１種）、カエ
ンボク、サンショウモドキ、ストロベリーグア
バ、タマリクス・ラモシッシマ（ギョリュウ属の１
種）、ハリエニシダ、ミコニア・カルヴェセンス
（ノボタン科の１種）、ミツバハマグルマ、モリシ
マアカシア、ランタナ、ミリカ・ファヤ（ヤマモモ
属の１種）、ミモザ・ピグラ（オジギソウ属の１
種）、ミカニア・ミクランサ（キク科の１種）、プロ
ソピス・グランドゥロサ（イネ科の１種）、セクロ
ピア、クロモラエナ・オドラタ （キク科の１種）、
キミノヒマラヤキイチゴ、オプンティア・ストリク
タ （ウチワサボテン属の１種）、カユプテ、キバ
ナシュクシャ、フランスカイガンショウ、リグスト
ルム・ロブストゥム（イボタノキ属の１種）、スパ
ルティナ・アングリカ（イネ科の１種）

３２種類

微小生物
アファノマイセス病、カエルの表皮に寄生するツボカビの一種、カビの１種の感染によるニレの疾病、牛疫ウイルス、クリ胴枯れ病、鳥マラリア、パイナップルの疾病、バナナ萎縮病ウイル
ス

８種類



「日本の侵略的外来種ワースト１００（日本生態学会）」掲載種における第２次指定の検討対象種

哺乳類・鳥類 爬虫類・両生類 魚類 昆虫類 無脊椎動物 植物 合計

第１次指定

アライグマ、タイワンザル、
ヌートリア、ジャワマングー
ス、ガビチョウ、ソウシチョ
ウ

カミツキガメ、グ
リーンアノール、タ
イワンスジオ、オオ
ヒキガエル

オオクチバス、コクチバ
ス、ブルーギル

アルゼンチンアリ セアカゴケグモ

ほ乳類４種
鳥類２種

爬虫類３種
両生類１種

３種 １種 １種 ０種 １５種類

継続検討中 セイヨウオオマルハナバチ １種類

要注意外来生
物リスト（暫定
版）

ミシシッピアカミミガ
メ、ウシガエル、シ
ロアゴガエル

カダヤシ、ソウギョ、タイ
リクバラタナゴ、ニジマ
ス、ブラウントラウト

アメリカザリガニ、ウチダザリ
ガニ、チチュウカイミドリガ
ニ、カワヒバリガイ、コウロエ
ンカワヒバリガイ、シナハマグ
リ、ムラサキイガイ、ヤマヒタ
チオビガイ、カサネカンザシ

アレチウリ、イタチハギ、イチビ、オ
オアレチノギク、オオオナモミ、オオ
カナダモ、オオフサモ、オオブタク
サ、オニウシノケグサ、外来種タン
ポポ種群、カモガヤ、キショウブ、コ
カナダモ、シナダレスズメガヤ、セイ
タカアワダチソウ、ハリエンジュ、ハ
ルザキヤマガラシ、ハルジオン、ヒメ
ジョオン、ボタンウキクサ、ホテイア
オイ

３８種類

植物防疫法対
象種

アメリカシロヒトリ、アリモドキゾ
ウムシ、アルファルファタコゾウ
ムシ、イエシロアリ、イネミズゾ
ウムシ、イモゾウムシ、インゲン
テントウ、ウリミバエ、オンシツコ
ナジラミ、カンシャコバネナガカ
メムシ、カンショオサゾウムシ、
シルバーリーフコナジラミ、チャ
バネゴキブリ、トマトハモグリバ
エ、ヒロヘリアオイラガ、マメハ
モグリバエ、ミカンキイロアザミ
ウマ、ミナミキイロアザミウマ、
ヤノネカイガラムシ

アフリカマイマイ、サカマキガ
イ、スクミリンゴガイ、チャコウ
ラナメクジ、トマトサビダニ、
（アメリカザリガニ、ウチダザ
リガニ）

２４種類（２）

在来生物または
明治維新以前
に導入された生
物

イノブタ、カイウサギ、チョ
ウセンイタチ、ニホンイタ
チ、ノネコ、ヤギ、コウライ
キジ、シロガシラ、ドバト

アカギ、イチイヅタ １１種類

上記以外

ネッタイシマカ オオアワダチソウ、オオキンケイギ
ク、タチアワユキセンダングサ、ネバ
リノギク

５種類

微小生物 アライグマカイチュウ、エキノコックス、ジャガイモシストセンチュウ、ネコ免疫不全ウイルス、マツノザイセンチュウ、ミツバチヘギイタダニ ６種類


